


















造(X-ray Absorption Fine Structure; XAFS)法を用いて合金の金属原子周りの局所構造を調査した。さらに解
析手法を開発し、従来の解析手法では得ることが難しかった各元素対が持つ情報を求めた。 
 実験は SPring-8の BL14B1で透過型 XAFSを用いて行った。試料は V10Ti35Cr55合金、合金の 1水素化物
及び 2 水素化物で水素吸蔵放出過程を繰り返したものである。得られたデータに対して従来の解析手法であ




とを可能にした 3吸収端 fittingを行った。 


















図 2 1水素化物の 3吸収端 fittingによる水素化 
サイクルと元素対毎の第一近接原子間距離の関係 
図 1 1水素化物の 1吸収端 fittingによる 
水素化サイクルと第一近接原子間距離の関係 
